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は じめに

本小論は濱本(2011)「 意味に基づ く英語文法教育論 一名詞 を中心 に

一」の続編である。濱本(2011)で は言語学習 に関わる基本概念を概説 し

た後、名詞の意味論、冠詞の意味論の概説 とそれぞれの教育方法論につい

て議論 した。言語学習に関わる基本概念は動詞を扱 うこの論文においても

基盤的意味を持つ。そこで簡単に第1節 で この基本概念を確認することに

する。その後、2節 では動詞(句)の 意味論 と関連するアスペク トの意味論

を説明し、3節 では時制、特に現在完了形 と未来表現を取 り上げる。4節 で

は早期英語教育に焦点をあててアスペク ト、時制、未来表現 と現在完了に

関する指導法の一端を紹介する。5節 は総括である。また動詞を中心にし

た議論ではモダリティ、構文論 も当然扱わねばならないがそれ らの問題は

紙数のこともあ り稿を改めることにする。

第1節 言語教 育 に関連す る基礎概 念

この節では言語教育に関連 して重要であると思える諸概念について簡単

に説明する(詳 しくは濱本(2011)を 参照 されたい)。 重要 な概念は(i)心

の理論 と推論、(ii)身体化 されたた認知 とジェスチャー、(iii)社会文化理論で

ある。
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1.1心 の理論と推論

Tomasello(2003)、Bloom(2000,2002)ら を中心 とする認知心理学、発

達心理学、認知言語学の立場か ら 「心の理論」 とい う考えが提案された。

そこでの中心概念は 「意図読み取 り能力」 と 「パターン抽出能力」である。

言語コミュニケーションでは記号の使用を前提 とす る。記号 とは第3の 事

物 を示す道具であるが自分 と他者 との意図理解を必要とする。「その本!」

という言葉 を聞いたとき、相手の意図、すなわち 「私が本に注意 を向ける

という私の注意状態の変化の要請」とい う意図を理解 しなければならない。

同時に、自分が言葉を使用する場合、相手 にこちらの意図を理解 してもら

う必要がある。この ような相互の意図の理解を可能にす る能力を 「意図読

み取 り」 という。また 「パ ターン抽出能力」とは言語記号 を構造化 してい

るそのパターンを取 り出 して理解で きる能力のことである。我々は英語教

育の対象者である児童、生徒、さらに成人にも 「意図読み取 り能力」、「パ

ターン抽出力」ともに十分備わっていると考える。この ような認知能力は

生後9ヶ 月頃発現 し、衰 えることな く機 能す るか らであ る(Tomasello

1999)。

しか し、言語習得のプロセスで子供は自分で音 と意味(つ まり、指示対

象)と の関係を発見 しなければならない。つまり、言語記号の使用からそ

の意味をどのように発見していくのか という 「発見のプロセス」が説明さ

れなければならない という点が重要になる。この発見の仕組みを著者は仮

説形成推論 という概念で説明する。これはある意外な事実の観察から、そ

の事実がなぜ起 こったのかを説明し得ると思われる仮説を作 り出すことで

ある。故に、言語習得には 「心の理論」と 「仮説形成推論」、さらに発見 し

た規則を検証する 「帰納的推論」が関与すると著者は考える。

1.2身 体化された認知とジェスチャー

我々の現実世界の把握の仕方や見方は、我々の身体の性質やその身体の

使い方、身体を使って環境を知覚する仕方に制約 されているという(Lakoff

1987)。 この見解に従 うと心 と身体は完全に分離されたものではないことに
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なる。例えば我々が他者の鉛筆をつかむ、笑 う、泣 くなどの行為 を見ると、

自分自身がそれ らの行為をした時に活性化 されるニューロンの運動回路部

分が活性化 され、それを通 じて行為の意味を理解する。このような知覚の

在 り方 を 「身体 化 され た 認 知 」(embodiedcognition)と い う(Gibbs

2006)。 他者の行為を自分の行為 との関係で捉える能力が、他者 と共感で

き、他者がどのように感 じ、何 を経験 しているのかを理解する基盤にあり、

先に述べた心の理論の形成を助けるのである。さらに談話での身体化 され

た認知の表出としてジェスチャーにも注 目しなければならない。発話形成

とジェスチャーには強い関連が認められるか らである

1.3言 語習得の社会的側面一社会文化理論

Swain(2000)は 、「インプッ ト」「アウ トプット」という用語に代え社会

文化理論的に 「協同的対話」(collaborativedialogue)と 呼ぶことを提案 し

ている。このように社会文化理論が言語学習に関 して適切な条件 を提示で

きると主張する新 ヴィゴツキ派の第2言 語習得論研究者たちは 「言語 とは

思考の道具であり、知的精神活動における媒介手段である」 と考えている。

この観点から、学習その ものも媒介的な過程であ り、社会的に媒介される

ものであるとする。この考えはさらに関連する下記の概念を呼び起こす。

(1)段 階 的 ・随 意 的支 援 の 定 義

(a)段 階 的支 援(graduatedassistance)

支 援 が 段 階 的 で あ る と は そ れ が 学 習 者 が 必 要 とす る 最 小 程 度 で あ る こ と

をい う。

(b)随 意 的 支 援(contingentassistance)

支 援 が 随 意 的 で あ る とは そ れ が 学 習 者 か ら要 請 さ れ た 時 に の み 与 え られ

る こ と をい う。

(2)適 切 な指 導 方 策(Johnson2004:138-141を 少 し修 正 した もの)

(a)教 授 者 の 介 入 は最 も間接 的 な もの(implicitleve1)か ら始 め な け れ ば な
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らない。

(b)教 授者は自分自身も対話の参加者 として位置づけ、学習者 との協同的

環境を作 りタスクを達成できるようにする。

つまり、談話の持つ社会的交流とい う性質を第二言語学習に取 り入れる際

に、上記(1)(2)が考慮 されなければならないのである。以上で言語教育に関

連 して留意すべ き3種 の概念についての確認を終了 した。次節では言語教

育で問題となる動詞と動詞句の意味論的諸問題を解説することにする。

第2節 動詞(句)と アスペ ク トの意 味論

動詞とは何かを考えてみよう。『広辞苑』では 「事物の動作・作用・状態・

存在などを時間的に持続 し、時間的に変化 して行 くものとしてとらえて表

現する語」となっている。ある物や事が時間の経過の中で、動いた り、あ

る状態を維持する、その有様を描写する語 という捉え方である。「時間」 と

物事の動 きや変化 とは密接不可分である。この 「動 きや変化」は自分の外

側の世界のことだけでなく、心の中の 「動きや変化」 も含めて考えること

にする。時間の経過の中で動作 、状態を描写するのが動詞ということにな

る。1

2.1事 態 とア スペ ク ト

時 間 の 流 れ を線 的 な もの 、 す な わ ち 過 去 か ら現 在 点 を経 て 、 未 来 へ と続

く一 本 の線 と考 え る 。 ノ ー トに 書 い た鉛 筆 の 線 も細 か く見 て み れ ば 点 の 集

ま った もの で あ り、 時 間 とい う線 も瞬 間点 の 集 ま った もの を イ メ ー ジす る。

一 瞬
、 一 瞬 が 集 ま っ て 時 間 に な っ て い くと い う よ う に 考 え る。 時 間 の 線 の

幅 を 「時 間 区 間 」 と言 う こ と にす る。ま た事 態(event)は 動 詞 だ け で な く、

主 語 や 目的 語 に な る 名 詞 な ど と組 み 合 わ さ り 「主 語 一 述 語 」 と い うか た ま

り、 つ ま り文 で 表 現 され る。 文 の 表 現 す る事 態 の 時 間 の こ と を 「事 態 の 時

間 」(eventtime)と い う。 ま た 文 を 口 に 出 し て 言 う こ と を 「発 話 」

(utterance)と い う。 発 話 は 物 理 的 な 現 象 で 口 に出 して 言 う とす ぐに消 え て
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い っ て し ま う。 発 話 の 時 間の こ とを 「発 話 時 間(utterancetime)」 とい う。

あ る事 態 を どの よ う に捉 え る か を ア ス ペ ク トとい う。 また 人 の事 態 の 捉

え 方 を視 覚 に な ぞ ら え て視 覚 範 囲(viewingscope)と 呼 ぶ 。 視 覚 範 囲 は大

き く事 態 を捉 え る最 大 範 囲(maximalscope)と 、 よ り制 限 され た範 囲 を捉

え る 制 限 的 範 囲(restrictedscope)が あ る。 事 態 は有 界 的 な もの と非 有 界

的 な も の に 分 け られ る。 あ る 事 態 が 時 間 の 流 れ の 中 で始 点 、 終 点 を持 つ と

捉 え ら れ る タ イ プ(例Johnwalkedtothestation)を 有 界 的(bounded

process:perfective)と い う。 ま た 始 点 と 終 点 が な い と捉 え ら れ る タ イ プ

(例Kyokoresembleshermother)を 非 有 界 的(unboundedprocess:

imperfective)と い う。 この 有 界 的 ・非 有 界 的 とい う区 別 は 進 行 形 に関 わ っ

て くる 。

(3)a寧Johnpaintsawallrightnow.

b.Johnispaintingawallrightnow.

c.Johnresembleshisfather.

d.ホJohnisresemblinghisfather.

有 界 的 な動 詞 の 現 在 形 は 目 の前 の 事 態 を描 写 で き な い。(3a)で は、 「壁 を

塗 る 」 と い う行 為 の 完 結 を 発 話 時 間 内 に まで 見 届 け て 、 そ れ を報 告 す る こ

とが で き な い。 描 写 し よ う と す る 行 為 の 一 部 だ け 見 て 「壁 を 塗 っ て い る」

とい うた め に は(3b)の よ うに進 行 形 に しな け れ ば な らな い 。 進 行 形 は完 結

した か ど うか は描 写 して お らず 、 あ くま で 「壁 を ぬ る 、 そ の 行 為 の 過 程 に

ジ ョ ンは い る 」 とい う未 完 了 状 況(imperfectivesituation)を 表 現 して い

る。Langacker(2001b)は 現 在 形 で は 眼 前 で 進 行 中 の 行 為 を描 写 で き な い

こ とを 次 の よ うに 説 明 す る。

(4)

(i)

(ii)

英語の現在形の現在時点の描写の制限

発話時点は常に 「現在」である。

また現在形は現在 に視覚範囲(意 識領域)が あ り、今この現在時点で
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観察できることを捉える。

(iii)そうすると、現在形ではある事態を観察 しそれを描写することは発話

時間に限定される。

(iv)通 常、行為の完結を見届けるのに必要な時間区間は発話の長 さを越え

ている。

(v)故 に現在形では行為 を描写できない。

Langackerに よれば進行形の機能 とは 「行為のその始点と終点が視覚範囲

(意識)か ら切 り離され、その間に くるその行為の典型的な部分を描写す

る」 ということになる。これは下の(5)に示 されている。

(5)進 行 形(progressive)の 働 き

動 詞句の示す始点、終点 を切 り離す

視覚範囲

これによれば非有界的な状態動詞は元 々始点、終点がないので進行形をわ

ざわざ付けてそれらを消す必要がないので進行形になれないのである((3

d))。 事態の捉え方をアスペク トというのであるから、進行形は行為の終点

を意識外に置き、その真ん中の部分を捉える働 きをするアスペク トである

ことになる。

2.2動 詞の分類

ここで時間との関係でどのような動作 、状態を表す動詞があるのかその

分類を考えてみよう。ZenoVendlerと いう哲学者が動詞 を4つ に分類 して

いる。彼は動詞を、副詞 との共起関係 、時制、論理的含意というような観

点からながめるとおおむね4つ のグループに分かれることに気づいたので
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あ る。 彼 は こ の4つ の グル ー プ を状 態 動 詞(state),行 為 動 詞(activities),

達 成 動 詞(accomplishments),到 達 動 詞(achievements)と 名 づ け た 。 さ

ら にRaddenandDirven(2007)で は 到 達 動 詞 か ら 瞬 間 動 詞 を 区 別 し、5

分 類 に して い る。 こ こで は この5分 類 に従 う。 次 に そ れ ぞ れ の 例 をあ げ て

お く。

(6)動 詞 の5分 類 と例

行 為 動 詞(activityverbs)run,swim,walk,pushacarしdriveacar

状 態 動 詞(stativeverbs)know,believe,have,desire,love,weigh,

resemble,belongto,ache,itch

達 成 動 詞(accomplishmentverbs)paintapicture,makeachair,

drawacircle,lightafire,writealetter

到 達 動 詞(achievementverbs)enteraroom,arriveatthestation,

reachthesurnmit,winthegame

瞬 間 動 詞(actionverbs)burp,kicksomebody,skip,且ndsomething

次にそれぞれの動詞のグループについて もう少 し詳 しく見てみることにす

る。

2.2.1行 為 動 詞(activityverbs)

walk,swimな ど、 動 作 を 示 す 動 詞 を 「行 為 動 詞 」(activityverb)と い

う。 そ れ で はwalk(「 歩 く」)の 意 味 を 考 え て み よ う。 「片 足 を上 げ、 そ れ

を前 に 出 し、 地 面 につ け 、 反 対 の 足 を あ げ、 そ れ を前 に 出 し、 地 面 につ け

る」 とい う よ うな細 か い 動 作 の 断片 の 規 則 正 しい繰 り返 しにwalkと い う言

葉 を 対 応 させ て い る の で あ る 。walk(「 歩 く」)とrun(「 走 る 」)で は ど う

違 うの だ ろ うか 。walkで は 、 か な らず 一 方 の 足 が 地 面 に触 れ て い るがrun

(「走 る」)で は、 片 一 方 の足 が 地 面 に つ く前 に も う片 一 方 の 足 が あが り始 め

る た め に 、 ど ち ら の足 も空 中 に あ る 時 が あ る 。 そ こがwalk(「 歩 く」)と の

違 い に な る。 こ の よ う に 行 為 動 詞 の 意 味 を捉 え る に は 、 瞬 間 点 だ け 見 る の
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ではなく、必ず動作の断片をい くつか観察する必要がある。つ まり、必ず

幅のある時間区間でみなければならないとい うことである。だから動作の

断片(足 を前に出 した りすること)をeで 示す と行為動詞は次のように図

示できる。

(7)行 為 動 詞 [el,e2,e3… …em][el,e2,e3… …em][el,e2,e3.…..em]

… … 繰 り 返 し

動 作 の 断片 が複 数連 続 してwalkを 構 成 し、 そ れ が 反 復 され るの で あ る。

も ちろ んwalkに は 意 思 が 関 与 す るの で 、 歩 きは じめ 、 歩 き終 わ りは 当然

考 え ら れ る 。 歩 い て い な い 状 況 と 歩 い て い る 状 況 と の 問 に は 「境 界 」

(boundary)が あ る 。 これ はTaroresemblehisfather(太 郎 は 彼 の 父 に似

て い る)の 中 の状 態 動 詞resemble(似 て い る)の よ う な もの とは か な り異

な る。resembleで は 似 る こ との 始 ま り と終 わ りが 考 え られ ず 、境 界 が な い

と認識 され る か らで あ る 。境 界が あ る もの を 「有 界的 」(bounded)、 境 界 が

な い もの を 「非 有 界 的 」(unbounded)と 考 え る こ とが で きる 。 つ ま り行 為

2

動詞は有界的、状態動詞は非有界的である。

文が伝える出来事の時間 とその文を口に出して言う、つまり発話する時

間の2つ を区別 しなければならない。Kyokowalkedで は 「京子は歩いた」

という意味で、発話時点(=今)よ り以前、つま り過去に 「京子が歩 く」

という出来事が起こっていることを示す。もちろんどこかで京子は歩 くの

を止めただろうがそれはこの文からはうかがい知れない。動作の終了時点

が意味に組 み込 まれていないか らである。一方、Kyokowalkedtothe

stationに なると 「京子は駅まで歩いた」 ということで動作の終了ポイン ト

が明瞭になる(こ れは達成動詞に分類される)。動詞の分類 といっても、実

際には副詞句なども含めた用法で考えな くてはならないということがこの

例からも分かる。
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2.2.2状 態動詞

状態動詞は 「ある状態が成立する」 ことを示す。状態とは一定の有様の

ことであ り時間が経過 して も一定の有様が続 くことを状態が成立 している

というのである。英語のresemble(似 ている)は 典型的な状態動詞であ り、

先にも述べたが 「似ているという状態が成立 している」 ことを示 し、始点、

終点は感 じられない。「似ている」には 「歩 く」のような断片的な少 しずつ

異なる動作の連続はない。一定の均質的有様がずっと直線的に続いている

感 じである。図示すると、

(8)状 態 動 詞:[_..e,e,e,e,e,e,e,e,e,e,e,__]

始 め 、 終 わ りが 不 明 瞭 で 金 太 郎 飴 の よ う に ど の 瞬 間 で も均 質

さてKyokoresembledhermother(京 子はお母さんに似ていた)と いう文

を考える。この文がある過去の時間区間で本当だった(真 という)と する

と、その区間のどの瞬間で もこの文は成 り立つ。この文が成立するか どう

かは、長々と観察 しなくてもほんの一瞬観察すればよいということになる。

この ように、ある状態動詞を持つ文がある時間の区間で成立するなら、そ

の時間区間内のどの時点で もやは りその文が成立することがいえるので現

在形のまま現在の状態を示す ことができる。

(9)aJohnliveswithhisparentsinSydney.

b.JohnislivingwithhisparentsinSydney.

非有界的状態動詞liveで も進行形を形成することがある。この場合、行為

動詞の進行形 とは逆に始点と終点が視覚範囲の外側に含意される。(9b)は

「今は両親と暮 らしているが … 」 という含みが生 まれ、状態が永続的で

ないことを含意する。
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2.2.3達 成 動 詞

さてdrawacircle「 円 を一 つ 描 く」 の よ う な表 現 で は 、 円 を描 い て い る

途 中 で は 「円 を描 い た 」 とい え な い 。 円 を描 い て い る 途 中 で は 進 行 形 を使

う。 円 を 一 つ 描 き終 わ っ て は じめ て 「円 を一 つ 描 い た 」 と い え る。 ま た

walkの よ うな 行 為 動 詞 と似 て い る の は 少 しず つ 異 な る動 作 の 断 片 が 連 続

し、や が て一 つ の動 作 とな る とい う点 で あ る。 違 う と ころ はwalkで は 終 了

点 が 不 明瞭 で 「歩 く」 動 作(=[el,e2,e3.._.em])が 繰 り返 さ れ る と考 え ら

れ る に対 し、 達 成 動 詞 で は完 結 点 が 明瞭 で あ る こ とで あ る 。

(10)達 成 動 詞

!'O

-
e1,e2,e3__exx:終 了 点

達成動詞の場合も進行形にしなければ現在の動作を示すことができない。

2.2.4到 達 動 詞

到 達 動 詞 と はreachthesummit,arriveatthestation,winthegameの よ

う に 、 「頂 上 や 駅 、 勝 利 に 近 づ く」 と い う よ う な 動 作 を積 み 上 げ て い く 局 面

(culminatingphase)が あ っ て 最 後 に 目標 点 に 至 る 、 と い う 意 味 を もつ 。

(11)到 達動 詞:

一
e1,e2,e3......e

KyokoreachedthesumrnitofMt.Rokko「 京 子 は六 甲の 頂 上 に着 い た」 と

言 え る の は 、厳 密 に は 、 京 子 が 頂 上 に最 後 の 一 歩 を踏 み 下 ろ した 瞬 間 に 限

られ る。 到 達 動 詞 で は 「動 作 の 積 み 上 げ期 間 の 存 在 」 は含 意 さ れ る が 、 達

成 動 詞 と は違 い 、 どの よ う な動 作 の 積 み 上 げ で あ る か は意 味 に含 まれ て い

な い。 達 成 動 詞 を含 むKyokodrewapictureな らば 「描 く」 とい う一 連 の
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動 作 の 結 果 、 「一 枚 の絵 を描 い た 」 と な る の で あ る が 、Kyokoreachedthe

summitで は途 中 の動 作 の 部 分 は どの よ うな様 態 で も良 い 。

働a.Johnclimbedthesteepcliffandreachedthesummit.

b.Johnropedupthecliffandreachedthesummit .

c.Johntraveleduponthechairliftandreachedthesummit.

焦点はあ くまで 「到達の一瞬」にあるという点が、達成に至る過程 も意味

に含む達成動詞 とは異なる。

2.2.5瞬 間動 詞

瞬 間 動 詞 はburp(ゲ ップ す る)、blowoffacandle(ろ うそ くを吹 き消 す)、

knockatthedoor(ド ア を ノ ッ クす る)の よ うに 瞬 間 の 出 来 事 を描 写 す る。

一 瞬 の た め 始 点
、 終 点 を 区 別 が 不 可 能 で あ り、 また そ こ に至 る 過 程 も表 現

され な い 。 た だ 一 瞬 の 出 来 事 の生 起 が あ る だ け で あ る。

(13)

」 →
e

2.3動 詞の意味的性質

以上で動詞の5分 類 とその基本的性質を確認 した。さらに各タイプの動

詞の意味論的な特徴を見てい く。

2.3.1進 行 形

既 に 説 明 した 進 行 形 との 共 起 性 に つ い て ま と め て お く こ とに し よ う。

(14)a.Kyokoispushingthecart.(行 為 動 詞)

b.寧Kyokoisknowinghisname(状 態 動 詞)
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c.Kyokoisdrawingacircle.(達 成 動 詞)

d.?Kyokoisreachingthesummit(到 達 動 詞)

e.?Thebabyisburping(瞬 間 動 詞)

以上でみるように、英語の5種 類の動詞を含む文のうち、行為動詞、達成

動詞は進行形になることができるが、状態動詞は不可能である。3また、到

達動詞や瞬間動詞は進行形 にすると元 の意味 とは変 って くる。(14d)は

「頂上に近づいていく」という意味なら容認可能である。また(14e)は 「何

度 も繰 り返 しゲップ している」の意味なら容認可能である。先 にも述べた

が進行形の役割は次のように要約される。

㈲ 進行形の機能

(a)動 詞の表す動作の開始点と終了点を意識か ら外す。

(b)動 作の開始、終了の間の部分に意識を向けさせる。

(c)そ の結果、進行形はある動詞の示す動作の典型的な部分の作業中に

主語がいることを示す

このことから(14b)のknowの ようにもともと開始点 、終了点の意識 され

ない状態動詞では進行形にする必要がない。行為動詞(walk,pushthecart

など)の 意味的性質として 「終了点は不明瞭」と述べた。 しか し 「不明瞭」

にせ よどこかで行為の終了はあるはずである。進行形にするとその どこか

にあるはずの終了点と開始点の両方が意識から外され、その中間にある典

型的動作部分に注意が向けられる。(14c)の 達成動詞の場合、終了点の円

を描 き終わった時点ではな く、それまでの円を描いている部分に京子は取

り組んでいる、 という意味になる。(14d)で は 「京子は頂上に着 こうとし

ている」という解釈が可能であるがこれはreachthesummitを 行為動詞と

捉えなおしてお り 「頂上へ と向か う」行為 としているため元の 「到達の瞬

間性」はな くなっている。瞬間動詞のburpも 瞬間の動作であるか ら開始、

終了点 を分離で きずそれを意識か ら外すこともで きない。そのため瞬間動
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詞はそのままでは進行形 と共起できない。上記の例は 「その赤ちゃんは何

度 もゲップしている」 という反復読みになる。

2.3.2前 置 詞 句 のin+時 間 、for+時 間 との 共 起 関 係

まず 下 の 例 を見 て い た だ きた い 。

α⑤a.Kyokopushedthecartfor30minutes.

b.KyokoknewYokoformanyyears.

c.Kyokodrewacirclein2seconds.

d.Kyokoreachedthesummitin3hours.

この よ う にfor+3hour(3時 間 の あ い だ)、in+3hours(3時 間 で)と い う

時 間 副 詞 類 と の相 性 の 違 い が 各 動 詞 に は 認 め られ る 。 行 為 動 詞 、状 態 動 詞

は 共 通 点 と して そ の 示 す 動 作 や 状 態 に均 質 性 が あ る こ とが あ げ られ る。

(1のa行 為 動 詞:[el,e2,e3… …em][el,e2,e3… …em][el,e2,e3._em]

b.状 態 動 詞:[__e,e,e,e,e,e,e,e,e,e,e,_.]

[for+時 間]表 現はこの均質的な部分についてどの くらいの時間区間であ

るかを表示する。そのため均質性を持つ行為動詞や状態動詞では[for+時

間]表 現が使われる。(16a)は 「京子は30分 そのカー トを押 した 」、(16

b)は 「京子は陽子のことを長年知 っていた(陽 子 は京子の長年の知 りあい

だ)」 となる。一方、[in+時 間]表 現はその動作が終了するまでの時間を

描写する。従って達成動詞や到達動詞の ような終了点が意味に含 まれたも

のでなければ使えない。この達成動詞と到達動詞の終了点の含 まれた様子

を次の図で確認してほしい。
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⑯a.達 成動詞

,,'"

一 →

e1,e2,e3___exx:終 了 点

b.至U達 重力言司

(16c)は 「京子は2秒 で円を一つ描いた」は円を描き終わるまでの時間区間

が2秒 であること、(16d)は 「京子は3時 間で頂上に到着 した」は頂上に

到達するとい う瞬間までの時間区間が3時 間という意味である。

2、3.3単 純現在形の解釈

ここでは単純現在形で用い られた時の意味について、各動詞の種類で違

いが出て くることを確認する。現在形 は中学などで最初 に教えられるが解

釈は難 しい。

⑲a.Kyokodrivesacar。

b.Kyokoisdrivingacar.

c.Kyokoknowsthenews.

d.廓Kyokoisknowingthenews.

e.Kyokodrawsacircle,

fKyokoisdrawingacircle.

g.Yamamotoreachestheturn.

h.Yamamotoisreachingtheturn.

i.Iherebypronounceyoumanandwife.(Langacker2001b)

j.Yourdriver'slicenseexpiresonyournextbirthday.(Langacker
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2001b).

k.Obamashowsdeterminationtowinreelection.(TheDailyYomiuri,

January27,2012)

1.Iputatablespoonofbutterinthepan.Itmeltsquickly .NowIput

thefilletin.Icookitatalowtemperatureforfiveminutes.

(Langacker2001b)

(19a)の 行為動詞の現在形は 「京子は車の運転が出来る 、京子は車の運転

を仕事に している」 というような主語の能力、習慣、仕事などとい う属性

を示す。「今、京子は車 を運転 している」とい う目の前の有様を描写するに

は進行形である。(19c)のknowthenewsの ような状態動詞では、そのま

まで今の事態 を描写できる。(19d)の ように進行形は非文法的である。行

為動詞 とよく似た事は、(19e,f)の 達成動詞のdrawacircleで も言える。

しか し、(19e)は 「京子は円を描ける」 とい う属性解釈はやや不自然で、

「京子は円を描 く」 というような演劇の ト書 きなどがもっと自然な解釈であ

る。また、京子が赤 ちゃんでまだ絵 など描けない と思っていたところが、

見事な円を描いた、その時、 目の前で起 こった動作を感嘆 して伝 えるよう

な場合 「京子が円を描いたよ1」 とい う解釈でも現在形は使える。 しか し

普通に眼の前で円を描いている有様を伝 えようとする場合、やは り進行形

(19f)に する。(19g)の 到達動詞reachtheturn(折 り返 し点に到着する)

では 「山本選手、折 り返 し点1」 とい うような、ワンシーンを伝 える実況

放送などの解釈は可能である。 これは目の前で起こった動作を感嘆 して伝

える場合の一種である。また到達動詞は 「瞬間性」を持つため、進行形に

して終了点を消すことは解釈上難 しく行為動詞に再解釈 し 「京子 は折 り返

し点にむかっている」 という行為動詞の進行形読みとなる。単純現在形は

各タイプの動詞の持つ意味から様々な解釈になるのである。さらに(19i)は

遂行動詞の場合である。発話行為が直ちに描写する行為になるのだか ら発

話時と完全に同時性がある。(19j)は 未来のことを述べている。(19k)は 新

聞の見出しである。Obama大 統領が再選への決心を述べたのは3日 前であ
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る。(191)は 料理番組で実演者が手順 を説明 しながら料理を進めてい く場面

であり、当然発話時間より各事態の進行が長 く時間がかかる(バ ターはIt

meltsquicklyを 発話する間には溶けない)。 これらの例を見る限 りでは現在

時制は発話の時間区間に限定されることは少な く、「未来」や 「過去」 を含

む様々な時間に言及 している。

Langacker(2001b)に よれば、現在時制はプロファイルを受けた(つ ま

り狭い視覚領域内で捉えられた)プ ロセスの全体が正確 に発話の時間と一

致する仕方で出現することを示す ことが本来の意義であると述べている。

またその規定か らはずれた、発話時から逸脱 した現在時制の用法は仮想世

界(virtualworld)で の事態の出現が発話時と一致すると説明 している。

Langacker(2009)で は、以上を多少言い換えて、本来的な発話時との一致

を持つ現在時制の意義をプロ トタイプ的 とし、発話時 とは逸脱 したケース
4

を認識論的即時性 としスキーマ的な特性とみなしている。

第3節 時制の意味論一 現在完 了形 と未来表現

ここでは時制の問題の うち、学習者にとって理解の難 しい現在完了形 と

未来表現に限定 して話 しを進めることにする。現在完了はアスペク トと理

解されることが多い。過去形では話者の意識の焦点が現在か らみて先行す

る過去時に置かれているのに対 し、現在完了では意識の焦点は現在にある。

このことから、現在完了は過去の事態の捉え方 とすればアスペ ク ト的であ

るが過去との対比を中心に据えれば時制と理解される。ここではRadden&

Dirven(2007)に 従い、時制として現在完了を取 り上げる。

3.1現 在完了の意味論

「過去形は遠い過去、現在完了形は比較的近い過去」 と考えている人も多

いが、実際には過去形で最近のことを表現 した り、現在完了形で相当昔の

ことを表現 した りもするのでこの単純化は成立 しない。ただ主観的には現

在完了の描写する状況は心理的には必ず現在に繋がることに留意 しなけれ

ばならない。またRadden&Dirven(2007)に よれば米国文化圏では英国
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文化圏ほど現在完了形を使わず過去形で代用する傾向があるという。い く

つかの言語(フ ランス語、イタリア語 など)で 近過去用法など現在完了相

当の文法項 目が単純過去 として広 く使用 される傾向がみ られる(Girogi&

Pianesi1997)。 米国の場合 は過去形が現在完了の意味領域に浸潤するとい

う点でこの逆である。いずれにせよ良 く似た意味領域 に関与する過去形 と

現在完了形は対比的に理解 されねばならない し、学習者にも違いを説明で

きなければならない。現在完了形の意義は次の3つ に要約される(Radden

&Dirven2007、Meyer-Viol&Jones2011)。

⑳(i)現 在 時 に 焦 点(focusonthepresenttime)

(ii)現 在 へ の 関 わ り(currentrelevance)

(iii)不 定 性(inde且niteness)

現在完了の形式である[HAVE+過 去分詞]に おいてhaveは 存在の意味

を持つ。現在のある状態 を今持っている、それが今成立 していることを示

す。これが現在時に焦点が置かれているということである。一方過去分詞

はその示す事態が時間的に先行 していることを示す。同時にその過去の事

態は定的ではな く不定的で時間軸の中で明確に位置付けられて意識されて

いるものではない。結局、現在完了形の基本的意味は 「現在か ら見ると、

先行する不定的に捉えられた事態があ り、その事態は現在に及ぶ関連性を

持つ」ということである。確認のため例を見てみよう。

(21)a.寧EinsteinhasvisitedPrinceton.

b.PrincetonhasbeenvisitedbyEinstein.

c.宰Ihaveseenhimthismorning[saidintheafternoon]

d.Ihaveseenhimthismorning[saidthatmorning]

(以 上 、Meyer-Viol&Jones2011)

(21a)は ア イ ン シ ュ タ イ ンが トピ ッ クの 場 合 、 非 文 で あ る。 一 方(21b)は プ
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リンス トン大学が トピックである。プリンス トンは現在 も存続 しているの

で容認される。これは現在完了が結局、現在に関する何かに言及しなけれ

ばならないとい う 「現在時に焦点がある」 という制限で説明 される。また

(21c)は話者が午後発話 した場合であり、その時には午前は終了 し完結性の

ある時間区分、すなわち定的と捉えられるからである。

3.1.1現 在完了の用法

現在完了の形式は[HAVE+過 去分詞で表現 される先行事態(anterior

situation)]と いうものであ り、先行事態を示す動詞のタイプに応 じて用法

が区別される。 しかし下で詳 しく見るように各用法は、結局、過去の事態

の現在への繋が り方が問題にな り、それは(i)伴立により導かれるか(ii)関連

性のある含意により導かれるため、それぞれが完全に独立的な概念区分で

はなく意味的要素が重複してお り連続的な概念と見るべ きである。

3.1.1.1完 了用法と結果用法

完了用法は完了 した過去の事態が現在 に何 らかの影響 を残 しているとい

う基本的意味を持つ。 この現在への影響が伴立によって明確 に示 される場

合を結果用法として区別することもできる(Radden&Dirven2007)。 伴立

(entailment)と は、「ある事態pが 成立すれば必然的にqが 生起される場

合、事態pは 事態qを 伴立する」 という論理関係のことである。先行事態

が有界的で目的完結性 を持つ動詞(boundedandtelicverbs)で 表現 される

場合には現在への関連が伴立で導出され結果用法になる。有界的で 目的完

結性を持つ動詞には達成動詞、到達動詞、一部の瞬間動詞がある。これ ら

の動詞の現在完了形は結果状態に焦点が当てられるが結果状態は現在時に

まで繋がるものである。

⑳aTarohasrepairedhiscamera.

b.Tarohaspassedthebarexarn.

c。Tarohasblownoffthecandle.
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d.Thebabyhasburped.

(22a)のrepairhiscameraは 達 成 動 詞 で あ り完 結 点 が あ る 。Tarorepair

hiscameraが 成 立 す れ ば 必 ずHiscamerawasusableを 伴 立 す る。 つ ま り

結 果 状 態 は 「太 郎 の カ メ ラ は現 在 使 用 可 能 な状 態 に あ る」 とい う もの で あ

る。(22b)のpassthebarexamは 到 達 動 詞 で こ れ も到 達 点 が あ る 。結 果状

態 は 「従 っ て 太 郎 は今 弁 護 士 で あ る」 とい う もの で あ る。(22c)で はblow

offthecandleは 瞬 間 動 詞 で あ り、 結 果 状 態 は 「今 ロ ー ソ ク は消 え て い る 」

とい う こ とで あ る 。 こ れ らの 結 果 状 態 は 伴 立(entailment)で あ り、 完 結

点 ・到 達 点 に 至 れ ば 当 然 、 そ れ が 成 立 す る。 伴 立 は 意 味 の 一 部 で あ り、 取

り消 す こ とは で き ない 。 下 の 例 を参 照 され た い 。

㈱a.*Tarohasrepairedhiscamera,butitdoesn'twork.

b.*Tarohaspassedthebarexam,butheisnotqualifiedasalawyer.

c.*Tarohasblownoffthecandle,butitisstillburning.

とこ ろ で(22d)も 瞬 間 動 詞 で あ る が 「ゲ ッ プ した 」 こ との 結 果 状 態 は伴 立

で は な く推 論 され ね ば な らな い 。 例 え ば 「だ か ら そ の 赤 ち ゃ ん は 胃 に ガ ス

が た ま っ て い な い 」、 「胃 の 働 きは 正 常 だ 」、 「も う授 乳 して も大 丈 夫 だ 」 な

ど様 々 で あ る。 この 様 な 場 合 、 あ る行 為 が 現 在 の 直 前 に 終 了 し何 ら か の 関

連 性 を現 在 時 に 与 え て い る とい う完 了 用 法 と捉 え る こ とが で き る。 こ れ は

先 行 事 態 がburpの よ う な 瞬 間 動 詞 、 行 為 動 詞 の 場 合 で あ り、 か つ 直 前 で あ

る こ と を示 す 時 間副 詞(句)just,now,already,thismorningな どが付 随 す

る こ とが 多 い 。

(24)a。Kyokohasjustplayedthepiano.(Soshewillnotplaythepiano

anymoretonight.)

b.Kenjihasalreadywalkedinthepark.(Soheisreadyforhis

breakfastnow.)
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上の例で()内 は現在への関連の可能な解釈の例である。完了用法の

中で結果状態が明瞭なものが結果用法であるから、完了用法の部分集合 と

して結果用法があるということになる。

3.1.2経 験用法と継続用法

結果状態が伴立ではな く推論で導出されるケースには次の2つ の用法 も

含 まれる。

②⑤a.IhavelivedinItaly塵 。

b.IhavelivedinItalysince1975.

c.IhaveworkedforANA血 【§。

d.IhaveworkedforANAsince1975.

e.Haveyoueverbeenimprisoned?

fHowmanyyearshaveyoubeenimprisonedsincethen?

gWehavebeenengagedforoverayear.

先行事態 を示す動詞は、状態動詞(live)、 行為動詞(workfor)で あ り、

どちらも完結性がなく(atelic)、 伴立 される結果状態 はない。従って、現

在に関わる結果状態は推論により導かれざるを得ない。ここで経験の用法

とは先行事態の現在への関連が 「今 も保持 している経験」 と推論 される場

合であ り、(25ac,e)は それぞれ 「3年 イタリアに住むという経験 を持っ

ている」、「全 日空に5年 務めた経験がある」、「投獄 された経験 を持ってい

るか」というものである。一方、継続用法では 「～から始まった事態が今

も続いている」というように今に続 く継続性が推論 される場合である。(25

b,d,f)は それぞれ 「1975年以来今 までイタリアで暮 らしている」、「1975年

以来今まで全 日空に勤めている」、「それ以来収監されて今で何年か」 とい

う意味である。以上の解釈は時間副詞句の意味的働 きにより推論が誘導さ

れるという点に注意 しなければならない。経験 と継続 を図示してみよう。
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㈲ 推論される事態

↓

先行事態が経験 として今 に生 きて いるという推論 ⇒経験 用法

過去 に始 まった事 態が今 に続 くとい いう推論 ⇒継続用法

先行事態 今

しか し現 在 へ の 関 連 性 が 推 論 され る だ け で あ る た め推 論 は取 り消 し可 能 で

あ る。 例 え ば(25a)IhavelivedinItalyfor3yearsで は 先 行 事 態 が 「イ タ

リ ア に3年 住 ん だ 」 で あ り、 そ の 経 験 を現 在 時 保 持 して い る の で あ れ ば 経

験 用 法 で あ る が 、 こ れ も 「今 で3年 に な る」 とい う解 釈 も可 能 で あ り、 こ

の 場 合 継 続 用 法 で 理 解 され る 。 さ ら にIhavelivedinItalyfor3yearsnow

とnowを 追加 す れ ば 経 験 で は な く継 続 的 解 釈 が 強 化 され る。 さ ら にIhave

beenlivinginItalyfor3yearsと 現 在 完 了進 行 形 に す れ ば 、 進 行 形 は事 態

の 終 了 点 を視 覚 領 域(意 識)か ら外 す 作 用 が あ る こ とか ら、 終 端 点 、 す な

わ ち イ タ リ ア暮 ら しの 終 了 が 消 され 、 そ の た め 「今 も住 ん で い る 」 と い う

解 釈 が優 勢 に な る。 用 法 の 議 論 を ま とめ て お き たい 。

㈲ 先行事態の現在への関連性が伴立で導出される(達 成動詞、到達動詞、

一部の瞬間動詞)⇒ 結果用法

先行事態の現在への関連性が推論で導出される

直前性がある(行 為動詞、瞬間動詞)⇒ 完了用法

今 も持っている経験(行 為動詞、状態動詞)

⇒経験用法

今に続 く継続(状 態動詞、行為動詞)⇒ 継続用法

3.1.2現 在完了進行形の意味

現在完了進行形(PresentPerfectProgressive)と いう文法用語はある意

味で矛盾 したものである。現在完了は行為の完了を示 し、進行形はその事

態の始点、終点を意識から外すことにより未完了であることを示す。そう

するとある事態が完了 しているのか未完了なのか この用語では混乱を招 く。

現在完了進行形の現在完了は、次のように整理 して解釈するとよい。
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㈱ 現在完了進行形の意味のまとめ

(i)あ る過去の事態がある。

(ii)進 行形にすることでその当該の過去の事態の始点 と終点が視覚範囲

(意識)か ら切 り離され、その間に くるその行為の典型的な部分を描写

することになる。

(iii)この未完了の過去の事態が先行 し現在に関連性を持つ。関連性は(a)と

(b)の2つ の解釈可能性がある。

(a)過 去の継続 的事態

発話時

(b)

㈲a,Somebodyhasbeeneatingmysoup.

b.Somebodyhasbeensittinginmychairandnowit'sbroken.

c.Myfatherhasbeenwashinghiscar,

d.Myfatherhasbeenrepairinghiscamera.

e.We'vebeenlivinginatentforoverayear,

(29a,b)はOo1ゴ 〃06々sという絵本からの引用である。「森に散歩に出かけた

熊の家族が家に帰ってみると自分のスープが誰かに食べ られて しまい、器

が空になっている。さらに椅子にも誰かが座 っていた様子であ りしかも椅

子は壊れている」 という場面での発話である。ここで今現在ではスープを

食べている人はいないし椅子に座 っている人 もいない、ただその証拠、痕
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跡があるという点に注意 しなければならない。過去の継続的な事態の結果

状態が今見 られるということになる。これは(a)図の説明になる。現在完了

進行形は今 もその事態が進行 中である、 という説明がなされるが 「現在時

点での継続性」 も推論による含意である。 この例ではsomebodyが 主語で

あ り、これは存在が不明確であ り、現在はその場にいないことが含意 され

る。 しか し(29c,d,e)で は過去に始まった事態が今も継続中である。下の

(30a,b,c)を 見 られたい。

e①a.零Myfatherhasbeenwashinghiscarandnowheisintheliving

roomdrinkingtea.

b.專Myfatherhasbeenrepairinghiscameraanditisinperfect

conditionnow.

c.零We'vebeenlivinginatentforoverayearandnowweliveinthis

house.

d.Wehavelivedinatentforayearandnowweliveinthishouse.

これはwashhiscarとrepairhiscameraは 達成動詞であ り完結点がある。

しか し進行形にすることにより、非有界的に解釈 される。 これにより終了

点が視覚領域か ら外 され動作の中心的部分に焦点が置かれる。さらにそれ

が現在完了のフレームに埋め込まれていることにより何 らかの現在 との関

連性がなければならない。それは動作が終了されず継続され現在時点との

関連を持つことで実現する。つまり(b>図がこれに対応する。また状態動詞

liveをbelivingと 進行形にすることで一時的状態が作 られるが、これが現

在完了のフレームに埋め込 まれるため、現在 との関連が生 まれ、一時的状

態が現時点まで繋がるという解釈になるのである。これも(b)図が対応する。

現在完了進行形が持続の副詞句 と共起する場合、現在 までの継続は義務的

であるとMeyer-Viol&Jones(2011)は 指摘 している。
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3.2未 来表現の意味論

未来時を表現するには現在との繋が りを意識するもの と、切 り離された

時間として未来を扱うものに分けることができる。前者はbegoingto～ 形

式であ り未来の出来事が現在 との繋が りの関係で描写される。この点、過

去の出来事が現在 との繋が りを持つ現在完了と類似性 を持つ。後者はwill/

shallを使うものである。過去形が現在か ら切 り離されているように未来時
5

の出来事が現在から切 り離 されて描写 される。

3.2.1現 在 か ら未 来 へ の 投 射 一begoingto～ 形 式

こ の 形 式 は 現 在 に 意 識 の 焦 点 を 置 き、 そ こ か ら 今 後 を 眺 め る

(premediativeness)と い う特 徴 を持 つ 。 しか し これ も2つ の 用 法 が 意 味 的

に 区 別 可 能 で あ る。 一 つ は 主 語 の既 に持 っ て い る計 画 や 意 図 を表 現 す る も

の で あ る。 も う一 つ は現 在 成 立 して い る状 況 か ら未 来 の 可 能 な 出 来事 を述

べ る もの で あ る。

⑳aKenjiisgoingtolearntoswim.

b。Kenjiisgoingtobeagrandfathernextmonth.

(31a)の 伝 達 の 中心 は 健 二 の既 に持 っ て い る 計 画 で あ る。(31b)は 今 の 状 況

(健二 の 娘 が 妊 娠 して い る こ と)か らみ て 当 然 来 月 に は健 二 に 孫 が で き、 お

じい ち ゃ ん に な る は ず で あ る こ と を示 す 。 一 方 、助 動 詞 を使 っ た未 来 表 現

は 未 来 を現 在 の 諸 条 件 か ら は切 り離 して 捉 え る もの で あ る 。 助 動 詞will/

shallは 意 志 、主 張 を本 来 の 意 味 と して持 つ 。 意 志 は未 来 を志 向 す る か ら未

来 の 出 来 事 を 予 想 す る 表 現 へ と意 味 が 拡 張 した と思 わ れ る(成 田2011、

Radden&Dirven2007)。 このwillの 使 用 法 は 、(i)(既 に 持 っ て い る 計 画

で は な く)今 こ の 発 話 の 時 に な さ れ た 決 心 や 約 束(「 そ れ じゃ … のwill」)、

(ii)(probablyやmaybeと 共 に 使 用 され る)は っ き りとは 述 べ られ ない 未 来

予 測(「 多 分 のwill」)と 考 えて お く とよ い。
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働a.Itwillprobablyraintoday.

b.Ithinkit'sgoingtoraintoday.(RandyNewmanの 歌 の タ イ トル)

c.A:Wearehavingapartytonight.

B:ThenI'11beatyourhousearound7:00PM.

d.MaybeIwillmovetoSydneynextyear.

e.rmgoingtovisitSydneynextweek.

(32a)は 中 立 的 な未 来 予 測 で 天 気 予 報 な どで は こ の よ うにwillを 使 う(「 多

分 のwill」)。(32b)は 既 に 雨 の 予 兆(黒 い 雲 、 風)を 感 じて 述 べ て い る。

(32c)は 「パ テ ィーが あ る」 との相 手 の 発 言 に 「そ れ じゃ7時 に行 くよ」 と

約 束 し て い る(「 そ れ じゃ … のwill」)。 来 年 の こ とで 断 言 で き な い 、 ま だ

は っ き り と して 計 画 が な い 状 態 で は(32d)の よ うにwillが ふ さ わ しい 。 一

方 来 週 の こ とで 当 然 既 に計 画 が あ る場 合 に は(32e)の よ うに な る 。

第4節 動詞 と時制、 アスペ ク トの指導方法

ここでは第1節 の言語教育に関連する基礎概念 と第2節 、第3節 の意味

論的議論を踏まえて動詞と時制、アスペク トの指導法を考えてみる。

先ず一般的な留意点か ら始める。最初に学習者 として大人と児童を区別

する必要がある。児童 には文法用語 を使った指導は馴染まない。このため

児童の持つ規則発見能力(仮 説形成推論 と帰納推論)を 刺激する方式が取

られる必要がある。この場合、ピクチャーカー ド、実物提示、ビデオ教材、

TPR、 ジェスチ ャー、ゲーム、絵本、紙芝居、英語寸劇、歌、ジャズチャ

ンッなど視覚、聴覚、触角、身体運動能力に直接訴えかけるような身体化

認知経験を充分与えるように工夫 しなければならない。また児童は注意が

長時間は維持できないため一つの活動は7～8分 以内に収めなければなら

ない。第1節 で言及 した社会文化理論的な理念を教室の中で実現するため、

楽 しく学習が進 む協同的な学習環境 を構築 することが望ましい。一般的に

児童(特 に低学年)は ゲーム、歌、TPR、 ジェスチャーなどの参加に抵抗

が少なく協同的学習環境に馴染みやすい。
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一方、高校生を含む大人の学習者に関 しては、教授者は理論的説明を充

分咀噛した上で学習者の理解度に応 じて文法用語を交えて適宜説明するこ

とになる。この場合、児童への教授方法を成人の学習者に合 うように工夫

して取 り入れることは多いに推奨されるべ きである。抽象的な使用規則群

として与えられた外国語の知識だけではその後の運用につながらないこと

が多いからである。 しか し思春期以降の成人学習者は当然身体を動かすこ

とや歌 などに抵抗感があ り、児童のようには円滑に望ましい協 同的な学習

環境に導 くことが難 しい。単なる音読で さえも英語 らしく発音することに

抵抗感を持つ学習者は多い。 しかしビデオ教材の視聴、歌の聴解のような

受け身的身体化経験には抵抗は少ない。 また簡単な認知図式 を使った説明

にも興味を示すことが多い。そこでその ような受動的な身体化経験から始

め、次第に能動的な要素 を加味 してい くことが考えられる。この節では児

童への動詞、時制、アスペク トの指導を中心に据えるが、その多 くは成人

にも適用可能である。

4.1早 期 英 語 教 育 で の動 詞 、 時制 、 ア ス ペ ク トの 取 り上 げ ら れ方

先 ず 児 童 対 象 の 英 語 教 材2種 を取 り上 げ 、 動 詞 や ア ス ペ ク トに 関 して ど

の よ う な順 序 で 導 入 して い る の か を確 認 し、 そ れ を 基 礎 資料 と して 適 切 な

指 導 方 法 を検 討 す る こ と にす る 。 取 り上 げ る2つ の 児 童 英 語 教 材 は 下 記 の

通 りで あ る。

Rivers,S.,andToyama,S.(2001)Eηg♂ 勅 丁伽6,Book1～6(Oxford

UniversityPress)、Nakata,R,Frazier,K,Hoskins,B,,andGraham,C.

(2007)五 召ガ∫GoThirdEdition,Book1～6,

(OxfordUniversityPress)、

この2種 類 の コー ス ブ ッ ク は 日本 だ け で な くア ジ ア 各 地 で も広 く使 用 さ れ

て い る(詳 しい シ ラバ ス は 「付 録1、2」 を参 照 され た い)。2種 類 と もコ

ミ ュ ン ケ ー シ ョン力 養 成 に力 点 を置 くが 既 習 項 目が 何 度 も繰 り返 され る ス

パ イ ラル方 式 に な っ て い る 。ま た一 つ の ア プ ロ ーチ に偏 る こ とな くTPR法 、

機 能 ア プ ロ ー チ 、 コ ミュ ニ カ テ ィプ ア プ ロ ー チ 、 オ ー デ ィ オ リ ン ガ ル メ
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ソッドなどの折衷 シラバスになっている。両者に共通する動詞、時制、ア

スペク トの取 り扱いに関する特徴 としては次のようなことがあげられる。

⑯E/2g〃 曲7'珈 θと 五6ガ∫Ooに 見 られ る特 徴

(i)文 法 項 目全 体 の 導 入 方 針 と して 「具 体 か ら抽 象 へ 」 と い う基 本 順 序 が

守 られ てい る。

(ii)動 詞 の導 入:Be動 詞(同 定1'mAnnie、 属 性Thisispink、She'stall、

状 態rmhappyの 順)の 後 、Have動 詞 、一 般 動 詞 、 不 規 則 動 詞 の順 に

な っ て い る。

(iii)「欲 求 ・好 み 」 の 動 詞 の 早 期 の 導 入 と意 味 の 対 比 的 提 示:Ilike

apPles/IwantanapPle。

(iv)現 在 進 行 形 の 後 で 一 般 動 詞 現 在 形 を導 入 す る傾 向 が あ る(特 にE/191励

丁競6。 五6ガ∫Goで は進 行 形 と習慣 の 現 在 同時 導 入)。

(v)過 去 形 はbe動 詞 を先 ず 導 入 。 一 般 動 詞 過 去 形 、 過 去 進 行 形 の 順 に提 示

す る。

(vi)未 来 表 現 はbegoingto～ の 後 でwillを 導 入 す る。

(v)複 文 はHewastalkingonacellphonewhenthebellrangの よ うに 過

去 進 行 形+when節 の パ ター ン を導 入。 そ の 後If節 を導 入 す る 。

(vi>現 在 完 了 形 は 経 験 、 完 了 、 継 続 の 順 で 導 入。 そ の 後 、 現 在 完 了 進 行 形

に 進 む(五6ガ ∫Ooの み)。

現在完了形は過去形との対比で理解されなければならないが、そのためま

ず過去形 を導入 し、また現在完了形で も理解 しやす く具体的な経験の用法

から提示するなど、具体か ら抽象の原則 と対比構造の導入は両テキス トと

も全篇を通 して認められる特徴である。

4.2早 期 英 語 教 育 で の 具 体 的 指 導 法 の検 討

こ こで は(i)現 在 進 行 形 と現 在 形(習 慣)の 対 比 、(ii)1ike/wantの 対 比 を

と もな う学 習 、(iii)過去 形 のBE動 詞 か ら一 般 動 詞 過 去 へ の 拡 張 、(iv)未来 表
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現のbegoingtoの 導入 とwillの 使用への展開、(v)過去 との対比による現在

完了形の経験用法の導入 という5つ のテーマについて上記2つ の早期英語

教育テキス トを参考にしながら可能な指導の方法を簡略に述べ ることにす

る。

4.2.1現 在進行形と習慣を示す現在形の対比

現在進行形の指導の 目標 は、文脈 を形成する絵や動画の中で、人物や物

の動作(状 況の知覚と発話が同時 とい う意味で認知的具体性がある対象)

を指 し示すことがで きる場合に使える言語的道具であることを学習 させる

ことにあ る。一方、現在形の動詞 は状態動詞 の場合以外 は、習慣読み

(Katealwaysgoestoschoolbybus)に 見られるように発話の場面からは

切 り離された抽象性が高い ものであ り、理解が難 しいため工夫が必要 とな

る。以下に指導例を示すことにする。

図 進 行 形 の 導 入 指 導

[1]参 考 教 材:E〃g1ゴ 曲 丁伽 θBooklUnit2a五6ガ ∫GoBook2Unit7等 。

[H]提 示 教 材:ピ ク チ ャ ー カ ー ド に は 教 室 の 場 面 の 絵 が 描 か れ て お り子 供

た ち は 様 々 な 動 作 を し て い る

(例:XissleepingYistalkingZiseating)。

[皿]前 提 と な る既 習 事 項:Pointto～ 、Whoishe?登 場 人 物 名 。

[IV]手 順

(i)教 員 は ピ ク チ ャ ー カ ー ドの 概 要 を 説 明 し、 コ ン テ ク ス ト を 児 童 に 理

解 さ せ る 。 こ の 時 、 人 物 を 指 し な が ら そ の 人 物 の 動 作 を 進 行 形 で 紹

介 す る 。

例:Ok,class.ThisisapictureofaclassroomDaisukeandKyoko

arehereinthisroom.Thisistheirteacher,Mr.GilbertHe's

writingwithaperLTedistalking.Thisgirliseatinganapple.

SatoshiisreadingabookandTomokoissleeping

(ii)Okclass.Let'sdothe"Pointto"game.Remembertopointtothe

personwhormtalkingaboutOK?
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(iii)

(iv)

Who'ssleeping?Pointtotheperson.Pointtohimorher?

Who'seating?Pointtotheperson.Good.Thisgirliseatinganapple.

Okthistime.Canyoudothisgamewithyourfriend?

NowthistimeI'llaskyouquestions.Listentomeandanswerthe

questions,Ok?

WhatisTeddoing?Isheeating?Ishesinging?Orishetalking?

That'sright,Tedistalking.

WhatisMr.Gilbertdoing?Ishetalking?Ishesinging?Ishe

writing?Yes,heiswritingwithapen.

このように文脈を導入 した後、指で対象を示す受動的理解か ら始 まり、児

童たちに発話 を少 しずつ促す。一方、現在形は発話場面 とは切 り離 された

状況や知識に言及す る。このため指 さしは使えない。そこで次の ような工

夫をする。その頭の中の状況を9の ような吹き出 しで表現することにす

る。

岡 一 般 動 詞(習 慣)の 用 法 の 導 入

[1]参 考 教 材:Eηg1励7¶ 加6Book3Unit3,4,五 θガsGoBook2Unit6等 。

[H]提 示 教 材:Daisuke,Kyokoが 家 族 の 日常 に つ い て 話 を して い る 場 面 の

ピ ク チ ャ ー カ ー ドを 提 示 。

[皿]前 提:既 習 事 項 と し て フ ォ ニ ッ ク ス に よ り綴 り と 発 音 の 関 係 が あ る 程

度 理 解 で き て い る 。

登 場 人 物 の 名 前 と 動 詞(getup,eatlunch,practicethepiano,watch

videos)o

[IV]手 順

(i)今 日 の 授 業 トピ ッ ク の 導 入

Ok,class.Wewilltalkaboutwhatwedoeveryday.Whatdoyou

dointhemorning?

That'sright,brushyourteethandwashyourface.Afterthat?Of

course,wehavebreakfast.
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(ii)

(iii)

　

　

短

V

く

く

(30)

Whendoyouleavehomeforschool?Around7:30?Whendoyou

practicethepiano?

ピ ク チ ャ ー カ ー ドを 示 す 。

Ok,class.Lookatthispicture.WhereareKyokoandDaisukenow?

Athome,orattheirschoo1?

Yes,theyareattheirschool,Whataretheydoing?Yes,theyare

talking.

モ デ ル と な る 会 話 を 聞 く。

Oknowlistentotheirtalk.

Daisuke:Whendoyoueatbreakfast?

Kyoko:Iusuallyeatbreakfastat7:00.

Daisuke:Whendoesyourbrothereatlunch?

Kyoko:

◎ 一盆 。、、lun,h。、。。。n.
Daisuke:Whendoesyoursisterwatchvideos?

WhendoesKyoko's
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質問を読みKyokoの9の 中の既存情報 を指 さし、学習者に応答練

習を促す。

4.2.2Want/likeの 対 比

児 童 た ち に と っ て 自分 の 好 み や 希 望 を 表 現 す るwant/likeは 彼 ら の 心 理

に 近 い 表 現 形 式 で あ る。 こ の た め 児 童 英 語 の テ キ ス トで も これ ら は か な り

初 期 に導 入 され る。Likeは 対 象 が 普 通 名 詞 の場 合 に は 普 通 「～ と い う もの

が 好 きで あ る 」 と い う意 味 で あ る か ら総 称 性 を持 つ 名 詞 に な る こ と が 多 い

こ とに 注 意 が 必 要 で あ る 。Ilikeanappleで は あ る 特 定 性(speci丘city)を

持 つ 対 象 と解 釈 さ れ 「リ ン ゴが 好 き」 と は な らな い 。 一 方 、wantは 特 定性

を名 詞 に付 与 しな い の でIwantanappleは 「リ ン ゴが 一 つ 欲 しい 」 とい う

こ とで あ り意 味 的 に整 合 す る 。

」レ

岡want/likeの 指 導

[1]参 考 教 材:E〃g1ゴ 訪7'珈6BooklUnit7、Book3Unit1、 五6ガ∫Go

BooklUnit7,8、Book2Unit4等 。

[π]提 示 教 材:ピ ク チ ャ ー カ ー ドfooditems

(a)wantの 対 象 と し てanapple/abanana/anorange/ahamburger/a

cookie/asandwich(一 個 の 対 象 物 が 描 か れ て い る)

(b)likeの 対 象 と し てapples/bananas/oranges/hamburgers/cookies/

sandwiches(複 数 の 対 象 物 が 描 か れ て い る)

[皿]前 提:既 習 事 項 と し て 綴 り と 発 音 の 関 係 に 初 歩 的 理 解 が あ る こ と 。

[IV]手 順

[A]wantの 学 習

(i)対 象anapple/abanana… な ど の カ ー ド を 示 し な が ら リ ピ ー ト さ せ

る 。 必 ず 不 定 冠 詞 を 付 け て 言 う 。

(ii)Iwant()の パ タ ー ン に 各 対 象 を 入 れ て 読 み そ の カ ー ドを 取 っ

て い く。

(iii)Doyouwant()?YesorNo?の パ タ ー ン に 各 対 象 を 入 れ 児 童
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に 尋 ね て い く。

(iv)Whatdoyouwant?児 童 に尋 ね て い く。

[B]likeの 学 習

(i)指 導 者 は 黒 板 に 貼 っ た 絵 カ ー ドを 指 し大 好 き そ う な 表 情 でIlike

()の パ タ ー ンに対 象 を 入 れ て モ デ ル リー デ ィ ン グ。

(ii)次 に嫌 そ う な顔 で絵 カ ー ドを指 さ しIdon'tlike()の パ ター

ンで モ デ ル リー デ ィ ン グ。

(iii)児 童 を指 名 しDoyoulike()?YesorNo?と 尋 ね る 。

4.2.3Be動 詞過去形から一般動詞過去形へ

過去は 「自分から振 り返って後にある」 という時間を位置に置 き換える

メタファーを利用す ることがで きる。Be動 詞の現在形 と過去形で対比 さ

せ、過去 を表す副詞表現の学習か ら一般動詞(規 則動詞)の 過去形を学習

する。

㈲BE動 詞 過 去 形 指 導 法

[1]参 考教 材:Eηg1納7'伽 εBook3Unit1α11、 五6ガ∫GoBook3Unit2,

3等 。

[H]提 示 教 材:場 所 の ピ ク チ ャ ー カ ー ド 例:bookstore、hospital、

museumな ど。

[皿]前 提:既 習 事 項 と して フ ォニ ッ ク ス に よ り綴 りと発 音 の 関係 が あ る程

度理 解 で きて い る 。

施 設 を表 す 表 現 に つ い て 理 解 して い る。

[IV]手 順

(i)黒 板 に2つ の場 所 の ピ クチ ャー カ ー ド(例hospital,bookstore)を 貼

る。

Ok,class.Lookatme.Iamnowatthebookstoreと 言 い なが ら ピ ク

チ ャ ー カ ー ドを指 さす 。

NowlamwalkingNowlamatthehospitalと 言 い な が ら ピ ク
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チ ャ ー カ ー ド を 指 さ す 。

(ii)1遡nowatthehospital,andaminuteagoIwasatthebookstore

と 言 い な が ら 、 後 ろ を 振 り返 り 病 院 の カ ー ド を 指 さ す 。 振 り返 る 動

作 で 「過 去 」 を 認 識 さ せ る 。 時 間 経 過 を 位 置 の 変 化 で 理 解 さ せ る 。

こ の 時 、 黒 板 にamとwasを 二 段 に 書 い て お き 、 語 の 形 と し て も 認

識 させ る 。

(iii)人 形 を 使 っ て3人 称 の 言 い 方 を 導 入 す る 。

Ok,class.What'shisname?Yes.Kenji.Lookathim.Heisatthe

hospital.Heiswalking、Heisnowatthebookstore,andaminute

agohewasatthehospital.

こ こ で も黒 板 にisとwasを 対 比 し て 書 い て お く と よ い 。

劔 一 般 動 詞 過 去 形 指 導 法

[1]参 考教 材:Eπg1肋7'珈6Book3Unit12、Lθ ガ∫GoBook4Unitl等 。

[H]提 示 教:時 刻 の 表 示 、 基 本 動 作 を示 す ピ クチ ャー カー ド。

[皿]前 提:既 習 事 項 と して綴 りと発 音 の 関 係 に初 歩 的 理 解 が あ る こ と。 基

本 動 作 語:washmyhands,cleantheroom,practicetennis等 。

[IV]手 順

(i)黒 板 に 間 隔 をあ け て今 の 時 刻 と2時 間 前 の 時 刻 を書 く(例:10:00と

8:00)。

今 の 時 刻 の 前 で 、Ok,100kIamnowatschoolwithyou.2時 間前 の

表 示 を振 り返 り指 を さ し、Iwasathome2hoursagoと 言 う。

(ii)2時 間 前 の 時 刻 の所 に、 手 を 洗 っ て い る ピ ク チ ャ ー カ ー ドを は る 。

washed,brushedは 板 書 して お く。

今 の 時 刻 の 前 に立 ち 、Iamtalkingtoyounow.

そ の 位 置 で 、2hoursagoathome,Iwashedmyhands,Ibrushed

myteethと ピ クチ ャー カ ー ドを 振 り返 り指 さ しな が ら言 う。 時 刻 表

示 と振 り返 りの ジ ェス チ ャ ー で 過 去 を理 解 させ 、 過 去 の 形 態 素edを

認 識 させ る 。 以 上 を 発 展 さ せ 、takeatest/tookatest、gotothe
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park/wenttothepark、eatahamburger/ateahamburger等 の 表

現 を 徐 々 に 導 入 し 、 不 規 則 動 詞 の 過 去 形 に も馴 染 ま せ る 。

4.2.4未 来表 現 のbegoingto～ とwillの 導 入

先 ず 、begoingto～ は既 に計 画 が あ る場 合 や 現 状 か らみ て 明 らか な予 想

で あ り、 一 方willは 発 話 時 に な され た 決 心 や 約 束 、 は っ き り と断 言 で き な

い未 来 予 想 で あ る。

働 未 来 表 現begoingto～ の 導 入

[1]参 考 教 材:Eフzg1勅 乃 〃　6Book4Unit4、 五θガ∫GoBook4Unit2等 。

[H]提 示 教 材:人 物 の カ ー ド。

(計 画 を 示 す 用 例)日 常 活 動 を示 す ピ ク チ ャ ー カ ー ド(計 画)(geta

hairc砥rentvideos,seeamovie等)

(現 状 か ら の 推 測)天 気 の ピ ク チ ャ ー カ ー ド(cloudy,rainy,stormy,

sunny等)。

[皿]前 提:既 習 事 項 と して綴 り と発 音 の 関 係 に か な りの理 解 が あ る こ と。

過 去 形 とそ の 意 味 につ い て あ る 程 度 の 理 解 が で き て い る こ と。

基 本 動作 語:getahaircutrentavideo,seeamovie等 を理 解

で きる こ と。

[IV]手 順

(i)黒 板 に 向 か っ て 左 か ら右 側 に 長 い 矢 印 を描 く。 真 ん 中 に 今 日の 日付

を書 きtodayと 書 く。 黒 板 に 向 か っ て 右 側 に明 日の 日付 とtomorrow

と書 く。 左 側 に昨 日の 日付 とyesterdayと 書 く。

(ii)教 師 は 今 日 の 位 置 に 立 つ 。 昨 日 の 所 に 「映 画 を見 る 」 を 示 す ピ ク

チ ャー カ ー ド、 明 日 の所 に 「散 髪 をす る 」 の ピ クチ ャ ー カ ー ドを は

る。

Ok,class,todayisTuesday,22,yesterdaywasMonday,21,.and

tomorrowwillbeWednesday,23.

今 日の位 置 か ら左 側 の昨 日の位 置 を振 り返 りな が らYesterdayIsaw
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amovie、 今 日 の 位 置 か ら 右 側 に 向 き 自分 の 前 方 に 両 腕 を 伸 ば し

TomorrowIamgoingtogetahaircutと 言 う。 次 に男 子 、女 子 の 人

物 カー ドでHeとSheに つ い て も同様 に練 習 す る。

(iii)人 物 カー ドと 日常 活 動 カ ー ドを 黒板 に 配 置 す る。

WhatisKyokogoingtodothisafternoon?と 言 い なが ら 日常 活 動 を

指 し示 し児 童 に 英 語 で 反 応 させ る(Sheisgoingtogoshoppingthis

afternoon等)。 これ を他 の カ ー ドで繰 り返 す 。

(iv)授 業 時 の 実 際 の 天 気 に合 わ せ 昨 日、 今 日、 明 日(予 想)の 位 置 に 天

気 ピクチ ャ ー カ ー ドをは る 。

今 日の 位 置 に立 ちTodayit'ssunnyandveryhotと 言 う。 次 に左 側 、

昨 日の ピ クチ ャ ー カ ー ドを振 り返 りItwasrainyyesterday(実 際 の

天気)と 言 う。 次 い で 右 側 を 向 き考 え る様 子 でWhatistheweather

goingtobeliketomorrow?と ク ラス に聞 く。 そ れか ら窓 の外 を見 て

Look1Itisgoingtobesunnyagaintomorrowと 言 う(現 状 か らの

予 測)。 応 答 練 習 の あ とシ ャ ドー イ ン グ練 習 。

ゆ 未 来 表 現willの 導 入

[1]参 考 教 材:Eηg1勅7¶ 伽6Book4Unit6、 五6ガ∫GoBook5Unit5等 。

[π]提 示 教 材:黒 板 に 次 の 日 常 の 会 話 を 書 い て お く。

ex.1A:Iwanttoeatahamburger .(ハ ン バ ー ガ ー の ピ ク チ ャ ー

カ ー ド)

B:Ok,Iwillgowithyou.

ex.2A:Idon't且ndmyumbrella.(傘 の ピ ク チ ャ ー カ ー ド)

B:Ok,Iwillhelpyou.

ex.3A:Whatdoyouthinkofyourfuture?(10年 先 の 数 字 を 書 い

て お く(例)2022)

B:MaybeIwillbeapianist.

[皿]前 提:フ ォ ニ ッ ク ス に よ り綴 り と 発 音 の 関 係 に 充 分 な 理 解 が あ る こ

と。 未 来 表 現begoingo～ を 学 習 し て い る こ と 。 基 本 語:eat
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ahamburger,且ndmyumbrellawhatdoyouthinkof～,your

future等 を理 解 で きる こ と。

[IV]手 順

(i)教 師 が 会 話 例 を ジ ェ ス チ ャー を伴 い 読 む(ハ ン バ ー ガ ー を 食 べ る 、

傘 を さが す 、 未 来 を示 す 数 字 を眺 め 考 え る ジ ェス チ ャ ー)。 児 童 に リ

ピー トさせ る 。

(ii)児 童 間 で ロー ル プ レ イ、 そ の 後 、 チ ャ ン クチ ャ ン ツ(後 述)練 習 。

未来表現begoingto～ とwillの 区別は既に述べたようにbegoingto～ は

既に計画がある場合や現状からみて明らかな予想であ り、一方willは 発話

時になされた決心や約束、はっきりと断言できない未来予想である。 この

違いを学習者に教 えるのは混乱を招 くだけかもしれない(多 くの早期英語

テキス トでは両者を交換可能な表現 としている)。 しか し厳密には違いがあ

る以上、英語の例 を工夫 して気付かせるようにしたい。また高校生以上に

はコロケーションをリズムで覚えやす くしたチャンツが効果があるかもし

れない。ジャズチャンッは基本的に英語の持つス トレス とイン トネーショ

ンパター ンを体得で きるように工夫 したものであるがコロケーションを耳

から覚え、その定着を図る働 きを持たせることも可能である。著者はこれ

を 「チ ャンクチ ャンッ」 と呼んでいる。未来表現のwillの 使用例 を示す

チャンクチャンツは例えば次のようになる。

㈲Someoneisknockingthere.

Someoneiscallingthere.

AflyballisfallingonyotL

Afriedshrimpisnowready.

rllgetitrllgetit

rllgetitrllgetit

rllgetitrllgetit

I'llgetitrllgetit

4.2.5過 去形から現在完了(経 験用法)へ の導入

過去形 との違いから自然に現在完了の経験用法を学習することがで きる

ように指導する。
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吻 現 在 完 了(経 験 用 法 〉 の 導 入

[1]参 考 教 材:E〃g1酌7'珈6Book6Unit5、 五8ガ∫GoBook6Unit5等 。

[H]提 示 教 材:黒 板 に 左 か ら 右 へ 矢 印 を書 く。 右 端 近 く に 今 日 の 日 付 、 少

し左 に 昨 日 、 先 週 の 日付 を 書 く。

パ ン ダ 、 ラ イ オ ン 、 ク ジ ラ な ど 日 常 身 近 に い な い 動 物 の 人

形 を準 備 。

[皿]前 提:フ ォ ニ ッ ク ス に よ り綴 り と発 音 の 関 係 に 充 分 な 理 解 が あ る 。 自

分 の 誕 生 日 が 英 語 で 言 え る 。

Yesterday,lastweek等 の 表 現 が 理 解 で き る こ と 。 過 去 形Did

yousee～?が 理 解 で き る こ と。

[IV]手 順

(i)児 童 を 一 人 指 名 し、 黒 板 の 前 に 来 させ る 。

Ok,Kenchan.Whatisyourbirthday?Ok,yourbirthdayis

November30,2004.You're8yearsold,aren'tyou?こ こ で 誕 生 日 を

線 上 に 記 入 す る 。

Ok,good.Thispointonthearrowshowstoday,Januaryl9,2012,

an4thispointshowsyesterday,soJanuaryl8,andthispointisyour

birthday,November30,2004,0k?

今 日 、 昨 日、 先 週 、 誕 生 日 の 位 置 を 確 認 す る 。 そ れ か らパ ン ダ の ぬ

い ぐ る み を 取 り 出 し て 見 せ る 。

Thenlookatthisanimal.Whatisthis?Right,thisisapanda.

昨 日 の 位 置 に パ ン ダ を 持 っ て い き 、 尋 ね る 。

Kenchan,didyouseeapandayesterday?No?

先 週 の 位 置 に パ ン ダ を 持 っ て い き 、 尋 ね る 。

Thendidyouseeapandalastweek?No?

誕 生 日 か ら 今 日 の 位 置 ま で ゆ っ く り手 で 辿 り 、 尋 ね る 。

Haveyouseenapandabefore?

児 童 は 過 去 形 と は 違 う 意 味 、 形 式 で あ る こ と か ら 「今 ま で に パ ン ダ を
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見 た こ とが あ る か 」 とい う意 味 に 推 論 し、Yesと 答 え る。 そ こ で教 師

はYes,youhaveseenapandabeforeと 補 足 す る。 こ れ を他 の 児 童 、

他 の動 物 で繰 り返 す 。

以上で5つ のテーマについて簡略的ではあるが可能な教授方法の一部 を説

明 した。留意すべ きことの一つは、以上の教授プランの素描に も現れてい

るが、英語の綴 りと発音の関係について学習者がある程度理解 しているこ

とが指導 を容易にするとい うことである。早期英語教育では音声のみに限

定せず、フォニックスなどにより文字 と発音の関係 も学習する方が良いと

思われる。学習者は文字で視覚的に文法項 目を確認することがで き対立的

要素との比較 もしやすい(例 えば、is/was)。 教育の方法に幅を持たせる意

味でも文字の導入は必要であろう。

第5節 総括

動詞、アスペク ト、時制について意味論的知見を要約 しそれを早期英語

教育の場で教える際にヒントとなるよう、い くつかの授業展開例を示 した。

もっともこれらは高校生以上の学習者にも適宜文例や文脈を代えれば取 り

入れ可能である。さて未だ充分な説明には程遠いのであるが動詞、アスペ

クト、時制に関する問題は極めて複雑で一筋縄ではいかぬことをもって目

下の弁明とし、実践と理論研究を通 じさらに内容を拡充 してい くことを今

後の目標 としたい。また動詞に関わる議論ではモダリティ、構文論が関与

するがこれらについては稿を改めて述べる予定である。

寧本研究は文部科学省科学研究費(基 盤研究(c)課題番号21520612平 成21年

度～平成23年 度 「第二言語の文法習得における推論の役割に関する基礎研

究」研究代表者 濱本秀樹)の 研究成果の一部である。
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付 録1

時 制 、 ア ス ペ ク ト関 連 文 法 項 目の 児 童 英 語 教 科 書"Eπg1励7'珈6"で の 出

現 順 序,

EnglishTime 文法項目 例文

BooklUnit1 Be動 詞 rmAnnie.

BooklUnit2 Be動 詞 Thisisabutterfly.

BooklUnit3 Be動 詞 What'sthis?

BooklUnit6 Be動 詞 AreyouhapPy?rmnot.

BooklUnit7 動 詞like 11ikehamburgers.Youdon'tlike～

BooklUnit8 動 詞like Doyoulikeapples?No,Idon't.

BooklUnit10 Be動 詞 Isheadoctor?No,heisn't.

BooklUnitll Can Shecanclimbatree.Ican'tridea

bike.

BooklUnit12 Can Canyouswim?No,Ican't.

Book2Unit1 Be動 詞 Who'she?

Book2Unit2 進行形 1'mdrawing.Sheisn'twriting.

Book2Unit3 進行形 They'resinging,Wearen'tcrying。

Book2Unit4 進行形 What'shedoing?Whatareyoudoing?

We'rewalkingtoschoo1.

Book2Unit9 Have動 詞 Youhavecandy.Idon'thavejuice.

Book2Unit10 Have動 詞 Shehasafever.Shedoesn'thavea

rash.

Book3Unit1 動 詞want Iwantafish.Hedoesn'twantarabbit.

Book3Unit3 一般動詞
Whendoyouexercise/haveasnack/

watchvideos?

Iexerciseinthemorning/afternoon.

Book3Unit4 一般動詞
Howdotheygotowork?Shegoesto

workbybus.

Book3Unit5 動 詞hurt Hisfoothurts.
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Book3Unit8 There構 文 There'ssomegrass.Thereisn'tany

sand.

Book3UnitlO Be動 詞過去形 Iwasatabookstore.Iwasn'tatthe

hospital.

Book3Unit11 Be動 詞過去形 Wassheintheyard?No,shewasn't.

Book3Unit12 一般動詞過去形 Icalledafriend.Ididn'tdance.

Book4Unit2 不規則動詞過去

形

Shebroughttickets.Shedidn'tbuy

cottoncandy

Book4Unit3 不規則動詞過去 Whatdidshedo?

Book4Unit4 Begoingto～ rmgoingtoridethebus.Sheisn't

goingtotakeataxi,

Book4Unit5 Begoingto～ Whatareyougoingtohave?1'mgoing

tohaveahotdo9.

Book4Unit6 未 来will 1'llplantflowersinthespring.She

won'tgoskiing.

Book4Unit9 Liketodo Whatdoyouliketodo?

Book4Unit10 LikeVing Shelikessinging.

Book4Unitll Wanttosee

LetmeV

IwanttoseeMercury.Letmelook.

Book5Unit1 Therebe動 詞

過 去

Wastherealibrarybesidethepost

O伍ce?

Book5Unit4 経験の現在形 Doyoueverfallinlove?

Book5Unit5
一般動詞習慣

Howoftendoyoureadanewspaper?

Book5Unit7 複文:過 去進行

形+when節

Whatwashedoingwhenthebaboon

walkedby?

Book5Unit8 could Whenyouwerelittle,youcouldn't

peelanorange.

Book5Unit9 過去の期間 Howlongwashethere?Hewasthere

foroneweek.

Book5Unit10 複 文:If節 IfIskiplunch,rllbehungry.
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Book6Unit3 過去分詞

(形容詞)

Aren'tyoudiscouraged/worried/

surprised?

Book6Unit5 現在完了(経験) Haveyoueverseenatidalwave?

Book6Unit6 現在完了(完了) Ihavealreadyreadthemagazine.

Book6Unit9 現在完了(継続) They'veplayedthepianosincethey

werethreeyearsold.

Book6Unit10 受動態 ThecookieswereboughtbyJack.

付録2

時制、アスペク ト関連文法項 目の児童英語教科書
"五び

∫Oo"で の 出現 順 序

BooklUnit1 Be動 詞 Thisisaglobe.Isthisaglobe?No,it

isn't.

BooklUnit3 Be動 詞/Can Whatcolorarethese?Icancountto

ten.

BooklUnit4 Be動 詞/can't She'stallandpretty.Ican'tfindmy

book.

BooklUnit7 want Iwantchicken.Doyouwant且sh?No,

Idon't.

BooklUnit8 Like/wantの 対

比

Doyoulikelions?Idon'tliketigers.

Whatdoyoulike?

Ilikesandwiches.Whatdoyouwant?

Iwantasandwich.

Book2Unit1 Be動 詞/一 般

動詞

(現在習慣)

Aretheseclockssquare?Ierasethe

boardatschool.

Book2Unit2 Have動 詞/can Shehasacamera.Doesshehavea

candybarinherbag?

Shecanrun.

Book2Unit3 Live/There構

文

Wheredoyoulive?IliveinHillsdale.

There'salampbehindthesofa.
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Book2Unit4 Want/like/can Whatdoeshewant?Whatdoesshe

like?Canhetype?

Book2Unit5 一般動詞(現 在

習慣)/can

Iwakeupeverymorning.CanMrs.

Hillplaybaseball?

Book2Unit6 一般動詞(習 慣)
Whatdoyoudoeveryafternoon?

Book2Unit7 進行形/一 般動

詞(現 在習慣)

She'sdancing.Whatissheeating?

Doyoucookdinnereveryevening?

Book2Unit8 一般動詞

(現在習慣)

WhatdoyoudoonMonday?Igoto

Englishclassafterschool.

Book3Unit2 Be動 詞過去形 Wherewasshethismorning?Itwas

sunnyyesterday.

Book3Unit3 Be動 詞過去形 Thereweretwochairsinour

bedroom.Thebookswereunderthe

desk。

Book3Unit4 進 行 形wearing She'swearingabig,old,bluesweater.

Book3Unit7 一般動詞

(現在職業)

Amechanicfixescarsinagarage.

Book4Unit1
一般動詞過去形

Hehadapartyyesterday.Hefound

somemoney.

Book4Unit2 Begoingto～ Shewantsacat.She'sprobablygoing

togotothepetstore.

Book4Unit3 Wantto～ Shedoesn'twanttobuildahouse.

Book4Unit5 一般動詞過去形 Whatdidhedoyesterday?He

practicedtheviolin.

Book4Unit7 Begoingto～ He'sgoingtorentaDVDtonight.

WhenisBengoingtoplaywithhis

friends?

Book4Unit8 Liketo～ DotheyliketowatchsportsonTV?

Book5Unit2 過去進行形 Whatwashedoingyesterday?He

wastakingPictures,
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Book5Unit5 will Willshesingasong?

Book5Unit8 現在完了形

(経験)

Haveyouevereatenfriednoodles?

No,Ihaven't.

Book6Unit1 複文 二過去進行

形+when節

Hewastalkingonacellphonewhen

thebellrang.

Book6Unit2 形容詞用法:過

去分詞と現在分

詞

Theclownswerefrightening.Hewas

frightened.

Book6Unit3 仮 定could/

shouldと 過 去

形 の 対 比

Hecouldgetheramusicplayerora

camera.Heshouldgetheracamera.

Book6Unit5 現在完了(経験)

受動態

HaveyoumetAnn?Thealarmwas

set.

Book6Unit6 現 在 完 了(完

了、継続)

現在完了進行形

Hasshealreadyrnoved?Noshehasn't

movedyet.

ShehaslivedinBangkoksince2006.

Shehasbeenpracticingthepianofor

30minutes.

Book6Unit7 Could

(過去 可 能)

Couldyouswimwhenyouweretwo?

Book6Unit8 仮定法 IfIcouldgoanywhere,1'dgoto

Antarctica.

IfIcouldbuyanything,rdbuyapony

注

1.さ らに付記 す る と時間 の経 過 を意識 しない で物 を示 す のが 名詞 、時 間 の経過 を意 識 しな

いで、物 事 の有 様 を描写 す るの が形 容詞 とな るだ ろ う。

2.行 為 の 終 結 点 を め ぐる 問 題 に つ い て 考 え て み た い。Langacker(2001b)は"Hels

runningaroundthepole"の よ う な文 で は 内 在 的終 点が な く有 界 的 動 詞(perfective)

で は ない 。そ れ故perfective+progressive⇒imperfectiveと い うLangackerの 定 式

は妥 当 しない、 とい う批 判 があ る こ とを指摘 してい る。Langackerに よれば この批 判 は

間違 い であ り、 プ ロセ スが有 界 的で あ る こ とが客 観 的 に与 え られ、 その事 態 その もの に
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固有 の終 点が あ る と思 っ て しま うこ とであ る、 とい う。 あ るプ ロセス が有 界的 か ど うか

は 自然的 な終 結点 のあ る な しに関 わ るので はな く、 人間 のエ ネ ルギー消 費 か らみて 、行

為 の 永 続 は不 可 能 で あ り有 界 的 に 捉 え られ る こ とが大 切 だ と述 べ て い る。英 語 に は

slee"siしstan¢wearな どの ように内 部的 に均 一 と認め られ る行 為動 詞が 多 いが これ ら

も全 て有 界 的 と分 類 され てい る。達 成動 詞 な どの持 って い る行 為 の終 結性 は 目的完 結性

(telicity)に 関 連 し、 これ は 有 界的 で もあ る。 しか し"Sheischangingthenappy"の

よ うな達 成動 詞 の進 行 形 は 目的完 結 的意 味(telicity)は 保 持 して い るが 有界 性 は な い

(unbounded)と 考 え られ、 上記 のLangackerへ の批判 は この 目的完 結 性(telicity)と

有 界性(boundedness)の 取 り違 え か ら生 じた と思 わ れ る。Radden&Dirven(2007)

で は行為 動詞 に は何 らか の有 界性 を支 え る要素 が必 要で あ り、 かつ有 界性 は何 らかの概

念領 域 で区切 りが 与 え られ るこ とであ る、 と述べ て 次の例 をあ げてい る。

(i)a.?Theyplayed.

b.?Theydrank.

c.?Theyworked.

(ii)a.Theyplayedmarbles.

b.TheydrankScotch.

c.Theyworkedallmorning

3.状 態動 詞の 進行形 も実際 あ り得 る。

a.KyokoislivinginKobe.

b.rmlovingit.

状 態 動 詞liveやloveは 元 々 内 部 均 質 的 な 終 点 の な い 非 有 界 的 事 態 を示 す。 そ れ を

進 行 形 に す る こ とで 有 界 的(perfective)で あ る か の よ う に 扱 い、 再 度 非 有 界 化

(imperfective)化 す る こ とに よ り、本 来 存在 しない はず の 終 点 を(直 接 的 な狭 い視 野

領 域 の外 で はあ るが)広 い視 野 領域 に導 出す る効 果 を持 つ。 そ こか ら 「一 時的 な状 態 」

とい う解釈 が生 まれる(Langacker2001b:12)。

livebeliving

⇒ 暑
4.Langacker(2001b)の 現在時制の規定では発話時 に言及 しない非時間的用法 を仮想世

界での出来事 としその出現が発話時 と一致するという。もし視覚領域が仮想世界 に置か

れるなら 「発話時間区間を超越する行為」「未来」「過去」を表す現在時制は、現在形の

ままで未来、過去を表す ことにな り説明は充分 とは言えない。

5.未 来表現のwill/shallは しか しなが ら意志 を示す法性 から完全に独立 し中立的に未来時

を表現で きるとい うわけではない。 このことをLyons(1977)は 「未来は完全に時間的

概念 というわけではない。必然的に予想あるいは関連する法的概念 を包含 してしまう」

と述べている。欲求や意図は未来の動作を含むことか ら次第に未来表現に使われるよう

になったのである。Shall/willの用法 とその区別の問題については成田(2011)に 興味

深い説明があるので参照 されたい。
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